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一．はじめに沖縄から最も遠い移民先と言われる南米アルゼンチンへの沖縄移民は、隣国ブラジルからの転住者
を嚆矢として開始した。ブラジルへの最初の移民船である笠戸丸の乗船者七八一人のうち半数以上は沖縄出身の移民であり、入植地での労働環境及び賃金が当初聞かされていた内容と乖離していたことから、よりよい賃金、労働環境を求めて国内外へ再移住をした。アルゼンチンに移動した者には当初ブラジルに移民した者のみならず、先に沖縄移民が入っていたペルーから転住する者も多かった。戦前の南米移民は集団移住という形で日本からの契約移民を受け入れたが、 では、隣国からの転住者が親族・知人を沖縄から呼び寄せるという形でその数を増やしていったという特徴があ
182
る。移民たちは移民先において、互助や親睦を目的として同郷者や同業者等を基盤とする多様な組織を形成してき が、時に「官製」ともいえる組織が移民たちの間に設立される一方、沖縄移民の組織形成や集団で活動する際に重要な役割を果たしたのが、彼らの生活文化に根差した芸能であった。本稿では、第二次世界大戦後にアルゼンチンの沖縄移民の間で展開された芸能と人々の組織化に着目し、戦後の沖縄復興を支援した救済活動
）1
（
において担った役割を考えたい。
第二次世界大戦によって人々の往来が中断されるまで続いた戦前の沖縄移民は、終戦を迎えても家
族の安否を容易に知りえず、移民先各地では故郷に対する支援を行おうとの声が上がった。こうした沖縄移民による救済活動の研究は専らハワイや北米 つ 行われ、とりわけ自身 沖縄移民の二世であり、米軍の通訳兵として戦中・戦後の沖縄の惨状を目の当たりにした比嘉太郎 著書には、ハワイ及び北米での活動記録を中心に、その詳細が収録されている。
）2
（
一方、南米については救済活動の概
略が記されているにとどまり、実態の把握は困難であ ため、その他の刊行資料 新聞 通して明らかにする必要がある。アルゼンチンの沖縄移民による救済活動 つ て筆者は 活動をめぐるつながりが戦後の沖縄移民の組織化を促 沖縄系社会を再び形作ってきたことを指摘した。
）3
（
福井千鶴はア
ルゼンチン おける救済活動を「沖縄人のアイデンティティーを証明する確固たる事例」と評価しているが、
）（
（
意識や組織の基盤が「同郷」であることに主眼が置かれ、それを実際に創り出した具体的な
状況については述べられていない。しかし、 「沖縄人」という括りで「アイデンティティー」を論じ
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るのであれば共有されたものの中身を問う必要があるだろう。たとえば、ハワイで行われた救済活動（ハワイでは主に「救援運動」とよんだ）
）5
（
では、食料不足の沖縄へ種豚を輸送したことが有名である
が、資金集めの宣伝に有志がラジオ 放送時間を買い取り沖縄の音楽を流してアピールしたというエピソードは、沖縄移民にとって何が共有され、直接故郷を喚起させるために有効であったかを示唆している。
）（
（
ハワイの救援運動を通して目指されたものは、山下靖子によれば「全ての『沖縄民族』が団
結すること」であり そこには「日系人」という枠組みではとらえきること できない「沖縄系移民の意識」が表れていた。
）7
（
その救援運動の場で展開されていたのが、沖縄の芸能である。救済活動はハ
ワイ・北米・南米の広範囲で行われ、 国境を越え トランスナショナルな運動」
）8
（
とも評価されるが、
ハワイや北米とアルゼンチンの具体的な接点 つい は明らかになっていないことも多い。 「沖縄移民」や「沖縄系」 して括られる「アイデンティティー」を形作るものはひとつではないが、ひとまず本稿ではアルゼンチンで展開さ た救済活動を事例 、沖縄の芸能が担った役割についてその一端を明らかにし、今後の研究の基礎としたい。
本稿ではまず、アルゼンチンで展開された沖縄移民による救済活動について述べ、その後、救済活
動をめぐって組織化された「沖縄音楽舞踊協会」 成立過程と活動からその意義を考察する。アルゼンチンの沖縄移民に関して 更なる資料 発掘が待 れるが、移民史等の刊行資料は沖縄・アルゼンチ の双方にあるため、本稿ではこれらの資料を活用し ルゼ チン 沖縄移民に関しては、
18（
『アルゼンチン日本人移民史』
）9
（
に記述が多く、現在刊行されているものの中で最も多くの資料が掲載
された概説史である。また、 『アルゼンチンのうちなーんちゅ八〇年史』
）（（
（
は同国における沖縄移民の
記述に特化して初めて編まれ 資料であるため、両移民史に依拠することで救済活動の全体像を把握したい。なお、二〇一六年にはアルゼンチンの沖縄移民の一〇〇年をまとめた『アルゼンチン沖縄移民一〇〇年の歩み』が刊行された。現時点では未入手であるため、同書 用いての更なる分析は次の課題としたい。第二次世界大戦後のアルゼンチ の日本人社会（以下 在亜邦人社会 する。亜はアルゼンチンのこと）
）（（
（
では日本語新聞の発行はしばらく無く、戦後直後について直接知ることのできる
資料は極めて少ない 考えられるが、一九四七年以降に在亜邦人社会で発行された『亜国日報』及び『らぷらた報知』の一部は閲覧が可能であるため、 稿では刊行資料に加え、新聞を用いた。
二．第二次世界大戦の終息と救済活動の発足救済活動が行われた動機は、第二次世界大戦において沖縄で展開された地上戦によって移民たちの
故郷が灰燼に帰し、そこからの復興を援助するためであった。 時中は日本人会だけでなく同郷者組織である各市町村人会の会合や同業者の会、趣味の会など、何れも三人以上が集まる場合は届け出が必要になり、戦前の諸活動は第二次世界大戦 めぐる国際関係の中でアルゼンチンにとって日本が敵
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国となって以降、活動停止の状態に追い込まれていた。他国の日本人移民社会と同様にアルゼンチンでも日本語学校の閉鎖や、日本人会の接収、日本語新聞の発刊禁止などの扱いを受け、終戦後も一年以上そうした状態が続いたのち、救済活動 向けた人々のうごきが始まる。戦後の沖縄移民による諸活動は、戦中から継続して 状態が解除された一九四七年を境に活発化し、故郷への救済活動を柱に展開していった。
アルゼンチンの救済活動において中心的な組織となったのは「日本戦争罹災者救恤委員会」 （以下、
救恤委員会と略）である。救恤委員会は、首都ブエノスアイレスで在亜邦人によって設立され、第二次世界大戦で疲弊した戦後の日本社会に金銭及び物資を送付し、移民の郷里である日本の人々を支援する目的で活動を開始 。アルゼンチンでは日本に対する敵性国家処置が解除され のは一九四七年であり、それ以前は新聞発行の再開も、アルゼンチンと日本、米軍占領下の沖縄と 通信業務についても許可が下りなかったため、故郷と直接のやり取りは不可能であった。戦中・戦後初期を「敵性外国人」として過ごした在亜邦人にとって、救済活動はそ 理念では賛同者が得られても、実際に物資を送り出す手段を確保することは容易ではなかったにちがいない。しかし そうした中でも一九四六年には在亜邦人の有志が集まり物資送出の可能性 検討され始めた。その最初 試みとして戦後も継続していた「対日戦時郵便通信禁止令」の解除を求め、正式な復帰前 あった在亜日本人会
）（（
（
がアルゼンチン外務大臣宛に請願書を提出した。一九四七年一月に 郵政庁令としてまず
18（
日本への葉書通信が許可され、後に小包の輸送も再開されるようになり、同時期にはアルゼンチンの赤十字社を通じた支援の形態も模索されるようになった。アルゼンチンでは歴史的にイタリア、スペイン、ドイツなどを中心とするヨーロッパからの移民を多く受け入れており、戦後、ヨーロッパにいる親族らを支援するためアルゼンチンの赤十字社の本部 実行委員会が組織され 物資の送出が行われていた。同様の活動 希望した在亜邦人が に働きかけたところ、個人的に物資を輸 することは許可されなかったが、ヨーロッパへの支援形態と同様に委員会を組織すれば「一般的な救援ならば可能」
）（（
（
であるとの回答を得たことから、救済活動を行うための組織を「日本戦争罹災者救恤委員
会」と名付けてアルゼンチンの赤十字社へ申請を行い、一九四六年九月二六日付で認可を受けたことで公の活動が になった。
）（（
（
救恤委員会発足後の会合では物資の募集や送付に関する協議が早速行われた。その内容は主に、在
亜邦人間における活動の周知と金銭・物資 募集について可及的速やかに実施すること 目的としたものであったが、注目すべき 、沖縄向けの救 物資 はアルゼンチン赤十字社 配慮により「特別扱い」
）（（
（
を受けることになったため、寄付者の希望によりまとめて特に沖縄向けとして指定発送
することが明文化されたことであった。沖縄の罹災状況に鑑みこう 決定がされたこ は、在亜邦人社会全体が沖縄の被災状況を認識していること 表れと言えるだろ 。委員会では物資の購入 充てる寄付金は、寄付者 出身県別 諸施設に送 べきである 意見が出され が、在亜邦人に占め
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る沖縄移民の割合の高さや地上戦が行われた沖縄の悲惨な状況が考慮され、
）（（
（
決定は覆らなかった。ま
た、沖縄の支援に対する緊急性から、沖縄出身者が一一人あらたに救恤委員会に加わることが決定し、それに伴い会合場所も戦前から首都近郊で花卉栽培に従事してきた沖縄移民が所属する組合に変更された。以上の過程から、救恤委員会の活動 当初より に向け 支援に比重を置いていたことがうかがえる
救恤委員会が沖縄移民の意向をとくに反映させたことは、沖縄移民が移民先で他府県の出身者より
受けてきた差別を考えると異例のことであった。なぜなら沖縄移民については、時に「日本人 」という枠外の存在として移民社会 内部で差別や排斥に直面することがあったため、救済活動においてもこうした差異が強調され、必ずしも他府県出身者との間で協力的な連携がとれないという可能性が考えられる。近代以降に行わ 沖縄へ 強制的な「処分」 制度上の差別は形式的 もの とどまらず、人々の生活や意識、言葉といった文化をも否定するものであり、出身地が異なる者どう が同じ「日本人」として移民先で出会うことによって、本土と沖縄 関係性は移民先においてこそあらわれたとも言えよう。
）（（
（
沖縄移民がその独自の文化や風習によって他府県出身者から差別的扱いを受け
てきたことはよく知られており、たとえば、当時豚肉を食べる習慣が一般的ではなかった他府県出身者がハワイにおいて沖縄移民をその点から中傷したことや、ブラジル は沖縄移民の服装や言語、契約中の耕地逃亡などを理由に日本の外務省が沖縄移民に限って入国を禁止するなど、
）（（
（
多方面からの抑
188
圧があった。しかし、アルゼンチンでは沖縄移民に対するこうした差別はハワイやブラジルと比較すると少なか といわれている。それでもなお無かったと断言ができないの 、少ない資料からでも差別の存在を認めざるを得ない状況がわかるためである。 えば、沖縄移民 娘との結婚を希望した他府県出身の男性が、女性の親の出身地が沖縄 あったが故 大反対にあっ ということや、
）（（
（
「ガ
イジン」 （ヨーロッパ系のアルゼンチン
人
）（（
（
）から何人かと聞かれて日本人であると答えると、そばに
いた他府県出身者から「人種 違う」と言われたなど、
）（（
（
両者の差異を意識する場面は日常の中に存在
して 。救済活動における協力体制に見られるように、沖縄移民と他府県出身者とは故郷を救 という共通の目的のもと活動に励んだが、次節で更に述べるように、両者の関係性は当時 おいてもなお移民前から 問題から切り離しては考えられな った。
第二次世界大戦中及び戦後はアルゼンチンから日本本土と沖縄の間で郵便のやり取りが不可能で
あったにもかかわらず、救済活動で物資輸送 可能とした は メリカで結成され 「アジア救済公認団体」 （
L
icensed A
gencies for R
elief in A
sia 、通称「ララ救済会」 。以下、通称を用いる）の存
在よるところが大き った。ララ 会は全米 宗教・慈善団体 中心とす 海外事業運営篤志団メリカ協議会を母体として組織され 「戦後の日本、朝鮮、沖縄を救済する」
）（（
（
ことを目的に始まり、
配給された物資は当時の日本・沖縄の食糧難や物資不足を補った。厚生省が作成した『ララ記念誌』によれば、日本に送られたララ物資は当時 金額で約四〇〇億円にのぼり、その内の二割が在亜邦人
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によるものであった。
）（（
（
アルゼンチンからは一九四七年一〇月一六日に第一回の救援物資が発送され、
手続きの便宜を得るため、アルゼンチンの「国立戦災国民救済実行委員会」
）（（
（
の名義で物資をララ救済
会のサンフランシスコ支部に送り、そこから東京のララ物資中央委員会ならびに沖縄のララ物資配給委員 宛に送り届けられた。
）（（
（
物資の到着についても同紙で報道され、沖縄に物資到着後は沖縄民政府
知事志喜屋孝信から救恤委員会と沖縄救済部宛てに感謝状が送られたこと、感謝状には一九四八年の一月初旬に物資を受取 、職員が整理にあたって配布の準備が進め ていることが伝えられた。
）（（
（
在亜邦人の代表組織としての救恤委員会の活動が進む一方で、沖縄移民の間からはかねてより話し
合われていた沖縄への支援を重点的に行うための組織設立に関する話合 進められていた。先に述べたように救恤委員会の活動では沖縄向けの支援を重視するという方針が決まり、沖縄移民が構成にも入っていたが、それでもなお沖縄移民独自の組織設立の必要性はあると考えられてきた。そこで、沖縄のみを対象として支援するために設立されたのが、 「在亜沖縄救済会」 （以下、沖縄 会とする）である。 『アルゼンチン日本人移民史』には沖縄救済会（結成当初 「沖縄救済部」として設置された は救恤委員会の下部組織として発足したような形で記述されているが、救恤委員会の発足以前に沖縄移民によ 沖縄救済活動の組織化は始まっていた。すなわち 『 連合 創立二〇周年記念誌』によれば、第二次世界大戦後に新垣 盛、金武蒲戸、玉城保雄、平良賢夫ら公教 の役員であった沖縄移民が集まり、物資輸送の検討を始め いたのであ 。
）（（
（
アルゼンチンの郵政庁やアメ
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リカ大使館に出向いて郵便の再開の嘆願を行い、また、公教会の神父の紹介を通じてアルゼンチンのカト ック教会会長を訪れ相談を行っている。救恤委員会と沖縄救済会において役員を兼務している者があることからは、二つの組織の中心人物間では各会の発足以前より連携があり、それが沖縄救済会を救恤委員会の下部組織にとどまらせなか たことが推測される。 移民が物資輸送の可能性を探っている時期には救恤委員 設立 メンバーらがアルゼンチン 赤十字社へ 物資の送付 斡旋を依頼し たため、沖縄移民もこれに合流して活動する になったという記述からは、
）（（
（
目的を一
にする人々が協働する姿が浮かぶ。先 述べた救恤委員会に沖縄代表の委員が参加したという記録は、組織としての発足の時期は異なるが、沖縄救済部の基礎は救恤委員会の一部 して生まれる以前に築かれていたことがわかり、当初は物資を送る手段を独自で開拓することが困難であった め、救恤委員会 らの協力依頼をきっかけに「沖縄救済部」とし 合流し、活動の利便性を高めようとしたのだろう。沖縄支援に特化した活動について 、大きな委員会の下部組織では活動の範囲が限定されると 懸念から、独立した組織 して運営すべき の意見が当初より出されていた。そこで、 「郷土ウチナー 再建のため」
）（（
（
に再び沖縄移民自ら沖縄救済部を改組し、自治性を持たせた形で沖縄救済会
が発足したのである。
沖縄救済会の活動は、沖縄戦災者の慰問及び「新沖縄再建復興」の目的のもと、
）（（
（
活発に行われた。
いずれは故郷に帰って錦を飾るつもりであった移民たちは第二次世界大戦における日本 敗戦によっ
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て即座の帰国が不可能となるばかりでなく、激しい地上戦が行われた沖縄には、望んでも帰ることのできる状況になかった。沖縄救済会の活動はこうした状況を背景に行われ、在亜邦人社会 戦後に発行された日本語新聞の『亜国日報』には、救恤委員会や沖縄救済会発表による寄付者一覧が度々掲載され、多くの人が募金をしていたこ がみてとれる。集まっ 寄付金や後述する催し物での収益金は物資の購入に充てられ、コンビーフ、乾肉、粉ミルク、ラードなどが用意された。沖縄救済会発足から半年後には沖縄に向けた物資が発送され、北米サンフランシスコ港を経由し、そこからはララ救済会の手によって手続きが行わ た。物資の送り出しの様子や当時の心情については 当事者たちが詳細を記録しているものは少ない。しかし、 「終戦直後に郷里へ 援物資を送った」
）（（
（
という回想は移民
史等の刊行資料 散見される。 『亜国日報』 紙面には、戦後沖縄の食糧事情と物資の配分に関する記事が掲載され、食料の半分は自給せざるを得 いこと、依然とし マラリヤの患者が多いこと 伝えられていた。
）（（
（
在亜邦人がこうした記事を目にしたことは、故郷が置かれている惨状と直面している
問題の共有を加速させただろう。そして、圧倒的な食糧不足や物資不足である いう具体的 問題点が見えたことで、これを解決するため人々 活動に参加した。救恤委員会や沖縄救済会としての物資輸送のほか、通信手段が再開されて個人で 輸送が可能に ってから 付されたもの 食料にとどらず衣類やミシンなど多岐にわたり、衣食住に窮す 状況であっ 戦後 沖縄の糧になった。
在亜邦人社会における救済活動をめぐる組織の柱であった救恤委員会と沖縄救済会はともに
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一九五〇年以降解散を余儀なくされる。アルゼンチン政府は戦災国に対する支援の必要性が無くなったとの理由から、戦災国に対する救援制度を支えていた諸法令を廃止した。
）（（
（
救恤委員会・沖縄救済
会の両組織とも紙面などを通して継続した活動の必要性を訴え、在亜邦人に協力を呼びかけていたが、既に計画されていた委員会の行事に許可が下りなかったことから、組織としての実質的な活動は休止状態となり、解散に至った。
）（（
（
救恤委員会は短い活動期間の中で沖縄に対する支援に部分的に特化
し、沖縄移民は沖縄救済会を設置した。そのうえで、 「母県」沖縄に対する支援のみならず「祖国」日本に対する支援においても協力関係にあったことは 恤委員会と 救済会の併存を可能にし、結果として沖縄に対する支援活動をより充実させた。
三．救済活動における沖縄の芸能救済活動の資金集めは、短い期間の中でいかに人々の間に活動を広めるかということが重要であっ
た。送金ではなく集まった資金で物資を購入してからの送付であった め、元手がなければ物資の購入はできず、また、送り出しの船舶が出港 期限との兼ね合 も考えなければならなかった。短期間での集金に有効 あるのは、それを目的として人が多く集まる場を設けることであり、そのために行われた が「演芸会」と呼ばれる沖縄の歌や踊りといった芸能を主な演目として披露する催 で
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あった。
それではなぜ沖縄の芸能が人を集めることに有効であったのだろうか。沖縄移民にとっての沖縄芸
能の重要性については様々な資料からうかがい知ることができるが、移民当事者が残した俳句の中にもその想いが詠まれていることが興味深い。彼らが創作した俳句には、沖縄の歌や踊りを想い移民社会において沖縄芸能の広がりを喜ぶ句、故郷から遠く離れても沖縄の芸能を胸に生きていくという句、沖縄文化 継承を次世代に願う句などが、多数みられる。
）（（
（
また沖縄移民には移民先に三線を持っ
て渡航した者が少なからずいたことは知られているが、アルゼンチンにも戦前から三線を持参した者があり、一九六四年の時点でアルゼンチンにある三線の数は一千丁以上と言われた。
）（（
（
ともすれば移動
の余計な荷物になりかねない楽器が戦前から持ち込まれていたことは、移民たち 生活の一部、 活文化として移民先で三線をつま弾き、うたをうたってきたことをうかがわせる。日本国内あ いは国外への移民と同様に 労働第一で余暇もままならな 生活の中 沖縄の人々にとっ 「喜びのときに歌い悲しみの日に歌う」
）（（
（
と言われる歌三線は、傍らにある慰めであり、日々の励みであった。
一九二三年頃からは三線の愛好者たちが集まりを開いたり講習会なども開催されていた 、
）（（
（
仕事や生
活の場を転々とすること 多かった戦前の移民たちは一地域にすぐ 定着すること 少なく、戦前の三線同好会は流動的で固定的な組織ではなかった。し し、こうした戦前に持参された三線を手にしてきた人々とそのつながりが、人・物 往来が途絶えた まの戦後初期の救済 動へとつな って
19（
いくことになる。
一日も早い物資送付のため人々は協力し、救恤委員会や沖縄救済会だけでなく、在亜日本人会など
様々な組織との共催による催し物を企画して収益金を救済活動に充てた。直接募金を呼びかけたり、演芸会を開催しただけで く、他にも映画会、角力大会、バザーなどを行っているが、中でも演芸会には企画、運営、出演を通して多数の沖縄移民が参加し、多くの観衆が集まった。救済活動において芸能が重要な役割を果たしたのはアルゼンチンだけではなく ハワイでも同様に芸能の披露によって人を呼び寄付を集めるということがあった。それは、多方面からの寄付 依頼 続くと寄付をする側も「たまらない事」であ から、 「喜んで寄付を てもらう 法としていろいろの催し物をして寄付をあおいだ」
）（（
（
というように、寄付を呼びかける側の寄付者に対する工夫と配慮という側面を持ち、戦
前から活動をしていた沖縄移民の中でもとりわけ歌や踊りが得意な人々が活躍した。しかし がら、「敵国人」としてアルゼンチンに暮らしてきた在亜邦人にとって、第二次世界大戦後間もない時期に表舞台に立つ当事者の心中は複雑であったことが資料からはみてとれる。戦後も一九四七年ま 日本人は敵国人であったことは先に述べたが、隣国ペルーの日系社会に比べて戦時中の処遇が相対的に穏やかであったとはいえ、当時 まだ移民一世ならではの、現地社会から排除さ ることへの警戒があった。戦後最初に演芸会が開催されたのは、在亜日本人会の復活を祝い運営資金を募るためであったが、出演の呼びかけ 対しては、 戦時中の悪夢もさ やらぬ時で演芸会といってもなかなか、お
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いそれと出てくる協力者がない」
）（（
（
という状況で、先の見えない中では沖縄移民だけでなく在亜邦人社
会全体がアルゼンチン社会における自らの立場に慎重にならざるを得なかったことがわかる。
そうした中で活動を前に進めていくために、当時日本人会の会長をしていた石川浩は、沖縄移民が
多く従事して た花卉・蔬菜栽培の仕事を通して音楽の得意な者たちと会い、演芸会への協力を依頼した。依頼を引き受けた大城永牛は戦前から三線の同好会を主催する人物であり、戦後は安座間樽良、内間安樽と三線を手に沖縄古典音楽の研修をすでに始めていた。日本人会会長の石川と幹事 平良賢夫は、大城らの 研修の場を訪れ演芸会への出演をあらためて依頼するとともに 在亜邦人の中にあった不安を出演者から払拭し、個人が矢面に立つ必要 無いよう活動に名前を付けて組織化することを提案したという。
）（（
（
戦中は敵国人であった在亜邦人の警戒が戦後も続く状況の中で、個人の名
前が全面的 出ることへの心理的負担だ でなく、後に平良が芸能の活動に出資することか 考えると、出演者らの練習や出演などの経済的な側面につい も、そ 負担の軽減に配慮されていたことが推測される。結果 して組織化に関する問題は起こらず、 「球陽劇団」と名付け れた芸能団体の団長には大城永牛 就いた。演芸会の音楽は大城のほか共 研修を行っていた安座間、内間が担当し、舞踊が得意な者も加わって、一九四七年一〇月二六日に在亜日本 会と同 所有の運動場である協和園が返還されたことを祝した演芸会が開催されるに至った。こ 祝賀会 戦後最初 在亜邦人社 における沖縄芸能の初披露の場となり演目は沖縄芸能に限らず多岐にわ ったが、 『亜国日報』 紙面
19（
では開催前より「何といっても当日の呼物は沖縄踊り」
）（（
（
と紹介され、観衆に沖縄の芸能を期待する者
が多くいたであろうことを物語っている。当日 在亜邦人社会としてはそれまでにないほど人が集まり、約四千人の観衆が会場を埋めた。盛会を目の当りにした主催者や参加者からは球陽劇団の活動を足がかりに、芸の披露にとどまらな 沖縄芸能の中心となる組織を作ってはどう という話が持ち上がった。戦後、沖縄移民の再組織化は未だ本格化していない段階ではあったが、球陽劇団のメンバーを中心に「音楽と舞踊の愛好者が一丸となって」
）（（
（
、 「沖縄音楽舞踊協会」 （以下、音楽舞踊協会）が立
ち上げられた。それは 救済会と並び、戦後初期に誕生した「沖縄」を冠する組織であった。
音楽舞踊協会は沖縄の音楽と舞踊を活動の中心として組織されたが、公表された趣意書からは芸能
活動にとどまらない県人会のような役割を自認していたであろうこと、また、 における沖縄出身者 他府県出身者の関係性の改善を目指した がわかる。趣意書は戦後、沖縄移民に向けて発刊された日本語新聞である『らぷらた報知』紙面に掲載された。
）（（
（
それによると、会の目的として
まず掲げられたのは、アルゼンチンにおける沖縄移民の地位向上であった。具体的に 、 「当国在住沖縄出身者の教養を高め社会的地位を固むる 共に一般同胞との融和協調に遺憾なき 期する」とある。そして、 「教養を高め社会的地位を固むる」ために、球陽劇団から続く音楽、舞踊の部に加えて、「女子部」や「奨学部」を設置することが明らかにされ、協会の設立によって、 「沖縄民族将来の発展に萬全を希ふ」と表明された。 「沖縄民族将来の発展」を願 、 「同民族 る沖縄人が政治、実
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業、宗教、法曹、刀圭の各界に於いて今日尚ほ他府県人に比肩する偉れた人物のない」こと、つまり他府県出身の移民と比べて沖縄出身者の社会進出が遅いことを危惧してのことと記されている。その差異の原因として 「経済的困窮は申すに及ばず政治的に社会的に冷遇されたに因することが過去の沖縄政治経済史に依って自らうなずける」と説明し、沖縄 強 られてきた歴史的な背景によっ 、今日の移民先でもなお沖縄出身者と他府県出身者の差異が生まれて る している。その上で、 「要は亜国における沖縄出身者の教養を高め社会的地位を引上げ他府県人と同水準 すすめ且つ劣等感を抱く者、優越感を持つ人々の蒙を啓くにある。斯くすることによって亜国邦人間の握手融和は成り、同胞社会の明朗化は期し得らると信ずる」と結び、沖縄出身者の社会的地位を他府県出身者と「同水準」に引き上げることで「亜国邦人間の握手融和」がなされ、それによって「同胞社会の明朗化」が達成できると説明した。音楽舞踊協会の趣意書からは 在亜邦人の間では戦後も 身地域による差異と、それによ 沖縄移民に対する 別は意識の面でも現実的な問題としてもあり、 「同水準」では無いため在亜邦人社会が未だ「 」されていない状況であったこと、すなわち、 「在亜邦 」という括りの中には看過できない違いが存在していたことが推察される。音楽舞踊協会は音楽と舞踊を中心に活動する組織として誕生したが 沖縄移民の地位向上を目指したい いう狙いがあり、その名称を超えた を理念としていることは明確であろう。筆者の聞き取りでは、アルゼンチンで 沖縄移民に対する差別は無かった言われて たが、音楽舞踊協会が沖縄移民 「地位向上」を目的としてい
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ることは、音楽と舞踊が在亜邦人社会における沖縄移民の地位向上においても重要な役割と認識されていたと同時に、設立趣意にみられたよう 教育や女性への支援を含んでいたことは、移民初期の時代には後回しになってきた子どもへの教育や女性の自立に対して、その重要性をも認識していたこの表れだろう。音楽舞踊協会の参加する演芸会には沖縄移民 限らず 多くの在亜邦人が集まり好評で、演目は沖縄以外のものが含まれることもあっ が、音楽舞踊協会はほぼすべての演芸会に協力していた。
一九四八年には救恤委員会の催し物として「大演芸会」が開催され、後援には音楽舞踊協会の前身
である球陽劇団が名を連ねた。当日の様子を伝え 新聞記事には盛会であったことの か、 「今までの演芸会で今日ほど演芸が円熟し き なかった」 、 「演出物の一番多かった球陽劇団の芸と楽屋の人々 苦労も相当なもの」と、彼らの活躍ぶりを高評している。
）（（
（
また、同年に発足した沖縄救済会の
設立後には早々に演芸会開催 話 持ち上がり、沖縄救済会主催第一回演芸会準備 ため 役員並びに球陽劇団の幹部が忙殺されていることが紙面で紹介され 「再建沖縄に多大の援助と声援を贈るものとして演芸会 盛会 今より期待」
）（（
（
されていた。在亜日本人会の復帰祝賀会への出演に始まり、救
恤委員会の慈善演芸会や沖縄救済会主催の 芸会、キリスト教公教会主催の演芸会、そして音楽舞踊協会自身 主催による演芸会と、戦後の救済活動に関連 た催 物において、音楽舞踊協会 活躍は目覚ましかった。また、戦中日本 教育を受けていた子供た を呼び戻すための保護者の （ 「二世
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呼寄期成同盟」 ）は、当時の大統領で、戦後の在亜邦人社会への支援に協力的であったペロン大統領（Juan D
om
ingo P
erón, 1895–197（ ）と妻のエバ（
M
aría E
va D
uarte de P
erón, 1919–1952 ）を招いて
ブエノスアイレス市内の劇場で大演芸会を開催し、そ 収益金をエバが主宰するエバ・ペロン財団に寄付した。戦後の在亜邦人社会において、音楽舞踊協会は比較的早い段階に結成された組織のひとつであり、救恤委員会や沖縄救済会の活動が活発になっていたためともに活動を盛り立て、 「この協会ほど内外人に大いに紹介されたものは他 な 」
）（（
（
と言われるほど重視された。沖縄出身者だけでなく
他府県の出身者も、また、在亜邦人が言うところの「ガイジン」も観客として訪れた演芸会の大盛況ぶりは、救済活動において動員の大きな要となったことは想像に難くない。救済活動の目的のために協働した在亜邦人が、その内部における溝を埋めることに沖縄の芸能が果し 役割は大きかったと考えられるが、 社会全体を見据えて音楽舞踊協会の趣意書において指摘され、目指された内容は、戦後の沖縄移民による組織化 在り方にも影響 与え 出来事だったのではないだろうか。
救済活動全体がアルゼンチン政府によって停止を余儀なくされると、音楽舞踊協会の活動も全盛期
ほど大きな催しは行わなくなった。一方で、同時期 は戦後初 沖縄移民を総合する組織の結成が現実味を帯びていく。球陽劇団から音楽舞踊協会への変遷 あたって、出資者の平良は「戦後混乱状態にある県人を糾合して組織だった県人会をつくる は先ず音楽舞踊の力による外はないと思うが一つ貴方々で其の基礎作りとなってくれ いか」
）（（
（
と提案をしていた。平良の発言は沖縄移民による戦後初
200
の組織化を見据えての提案であったが、そのために必要なものとして「先ず音楽舞踊の力による外ない」と言うのは、沖縄移民をまとめるにあたっては何が有効である 考えられたのかをあらためて示して よう。 『在亜今帰仁村人会創立四〇周年記念誌』にも、県人会を組織すること自体も至難な時期であったので、 「音楽と舞踊で趣味の集まりを作ってだんだん大きくし、県人会組織に誘導した方が近道」
）（（
（
であるとして、まず初めに音楽舞踊協会を発足させたとの記述もある。戦後初期にも県人会
を組織するための話し合いがもたれていたが、時期尚早としてまとまらなかったことも、まずは芸能を全面に出 という背景にはあった。
）（（
（
そして、音楽舞踊協会は多方面からの期待を受け、沖縄移民に
よる戦後初の総合組織へ 道筋をつけ 音楽舞踊協 を中心にして、救済活動を牽引した沖縄救済会と、戦後アルゼンチンに渡航した移民を交えた南郷体育クラブが合流 一九五一年に戦後初の沖縄移民を代表する組織として「在亜沖縄連合会」
）（（
（
が誕生したのである。
四．おわりに本稿では、第二次世界大戦後のアルゼンチンで展開された救済活動と音楽舞踊協会に着目しなが
ら、その中で芸能がいかなる役割 担ってきたのかをみてきた。第二次世界大戦後の救済活動及び音楽舞踊協会を通して沖縄の芸能が持った役割は、戦後の沖縄の悲惨な状況は伝え知っても、家族や友
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人の消息を知ることもままならない中にある人々を慰め、結びつける側面を持った。沖縄の芸能が人気を集め、動員力の要 なり、戦前は「会の組織機能ということはあまり重要視せず一般に普及する目的の下」
）（（
（
に催されていた演芸会も、出演者が不利益を被らないようにとの配慮とあわせて組織とし
ての機能をもつようになった。中心組織となった沖縄音楽舞踊協会は 実際には在亜邦人社会における沖縄出身者と他府県出身者の差異の改善をも意識し、設立時にはその「趣意書」を紙面にて公開し、在亜邦人社会内部に存在してき ／する差異の克服と「握手融和」を訴えた。アルゼンチンではハワイやブラジルと比較すると沖縄移民への差別や排斥は少なかったといわれるが、趣意書から見えるのは不可視化されていても存在する差別の存在とそれに対する抵抗である。
本稿で述べたように、音楽舞踊協会の活動が在亜邦人社会において沖縄移民の地位向上を目指す視
点を含んでいたことは重要である。沖縄移民は在亜邦人社会において最も人数 多い集団であったが、その組織化に 細心の注意が払われていた。先述し 沖縄音楽舞踊協会の趣意書のほか、沖縄県人連合会の趣意書の中にも、 「吾等は明らかに日本民族である。 （引用者中略）かかる故に総合団体る伝統を持つ日本人会とは決 て対立するものではなく むしろ補助機関たる地位にあるという自覚を堅持」していくと記されて る。
）（（
（
また、在亜沖縄連合会の設立に対して、 「日本人会があるのに、
特に県人の団体 つ ることはよくないというような見方 する人々」がいる で、 「既存の諸団体と対立するも ではなく むしろ互い 協力し合 ことによっ 広く邦人社会 発展に寄与するも
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の」であると、あえて「邦人社会の発展に寄与」と付言するのは、沖縄移民による組織の設立に反対する者がいるこ の裏返しであり、想定される批判への予防線が張られていた。
）（（
（
また、なにより沖縄
移民が救済活動を経てもなお他府県出身者との関係性が「対等」ではなかったことをあらわしていよう。在亜邦人社会におい 沖縄移民に対する差別は少なかった される 、そ ならばなぜそこまで「日本人会」との関係に慎重になったのか。在亜邦人社会内部でなるべく穏便に活動を進めたいという警戒も含んだ想いは、沖縄移民が移民前より経験してきた歴史的背景、社会状況を反映していると考えるのが妥当であろう。沖縄移民にとって沖縄独自の文化・芸能が担う役割は単なる資金集めにとどまらず、救済活動の一環として始まった音楽舞踊協会には芸能を披露するという役割の先 も見据えたメッセージが込められた。救済活動から始ま た音楽舞踊協会の活動は、 「沖縄」という故郷への強い意識の戦後最初の発露 もあったの はないか。
現在も移民社会では沖縄の芸能が新旧織り交ぜて披露され、たとえばペルーでは、沖縄音楽・芸能
の実践が世代を超えた「絆」の創出をもたらし、
）（（
（
ブラジルでは沖縄の芸能を通して沖縄移民が「主体
性」を構築し、
）（（
（
その他の国々でも各国・各地域の移民社会の影響を受けながら新たな表現形態が誕生
している。
）（（
（
こうした活動は二世や三世、もしくはさらに下の世代の趣味や関心ごと、時には「ルーツ
探し」や「アイデンティティー」の問題としてあらわれるものであるが、第二次世界大戦直後の在亜邦人社会にお ては、戦災の故郷を想い、生死もわか ぬ家族を遠くより支えるものとして機能し、
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加えて意識の面でも自らが沖縄出身であることを再確認していく作業が含まれていた。隣国のペルーやブラジルと比較するとアルゼンチンに居住する沖縄移民社会の規模は小さい。しかしながら、海外に暮らす沖縄移民及びその子孫が沖縄に会する一大イベント「世界 ウチナーンチュ大会」の継続的な開催と大会への注目にみられるように、沖縄移民への関心は寧ろ高まっている。移民社会の規模の大小を問わず、移民 経験を現在につな る歴史としてあらためて問い直していくことが重要ではないだろうか。【註】（
1）本論で取り上げる「救済活動」とは、第二次世界大戦後、主に一九四六年から一九五一年にかけてアルゼ
ンチンに移民した日本人移民、沖縄移民によって展開された戦後の復興支援の運動を指している。郵便が遮断され、現金の送金も不可能であったため、資金を集めて物資を購入し、日本本土及び沖縄へ送付した。「救済活動」のほか、 「祖国支援」 、 「救援運動」など、当時の資料においても様々な言葉で表現されているため、本稿ではその総称を「救済活動」とした。
（
2）比嘉太郎『移民は生きる』 、日米時報社、一九七四年、二七八頁。
（
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―
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成」 、 『異文化』
17、法政大学国際文化学部、二〇一六年。
20（
（
（）福井千鶴「アルゼンチンにおける沖縄人移民の研究
―
沖縄人移民の特異性とアイデンティティー」 、 『国際
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（
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第五巻
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四〇〇頁。
（
（）下嶋哲朗『豚と沖縄独立』 、未来社、一九九七年、一三七頁。
（
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（
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